
(1) 第92号 おおあらい

今年に入って、 2つの施設が無料化されました。

1つは、老人憩の家の無料化です。これは、町が老

人の生きがい対策の一環として、高年者クラブの皆さ

んをはじめお年寄りの方々が一層利用しやすい様に、

4月1日から実施したものです。従来も、年間約 1万

人の方からご利用頂きましたが、これからも、カラオ

ケ設備など施設備品等を補充し、老人大学、老人芸能

発表大会その他各種催し物を企画し、お年寄りの皆さ

んに心ゆくまで楽しみ、親しんで頂けるよう努力し、

皆様方のお出でをお待ちしています。

2つには、海門橋の無料化です。大洗町と那珂湊市

を結ぶ海門構は過去何回かの架け替えの歴史をたどり、

今日の立派な橋が有料橋として完成し、地域の方々の

利便に供してきましたが、これも、利用者や大洗町、

那珂湊市の 2市町関係者の強い要望が実のり、去る

3月 1日から無料化が実現したものです。これにより、

2市町間はもとより、近隣市町村との交読も更に深ま

り、大きな便益が期待されます。
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(2) 第92号
しミ

昭
和
五
十
同
年
の
国
の
予
算
編
成
に

お
い
て
、
大
洗
滋
は
霞
一
要
港
湾
に
昇
格

し
ま
し
た
o
こ
の
こ
と
に
よ
り
大
洗
港

は
鶴
的
機
能
ぞ
も
つ
港
湾
に
整
備
発
麗

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
昨
年
来

町
で
は
総
合
計
闘
審
議
会
を
設
国
惜
し
、

港
湾
の
舷
大
整
備
に
関
し
審
議
ぞ
震
ね
一

て
き
た
と
ζ
ろ
で
あ
h
y
、
こ
の
審
議
の

結
果
昨
年
十
一
月
に
は
県
よ
び
技
術
的

に
検
討
さ
れ
た
図
に
一
示
す
計
画
案
を
、

妥
当
な
も
の
と
す
る
結
論
が
出
さ
れ
、

こ
の
案
に
よ
っ
て
基
本
計
闘
を
決
め
て

ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
闘

を
決
め
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
港
湾

整
備
に
よ
る
埋
立
地
の
利
用
計
爾
や
、

街
路
計
画
見
霞
し
等
を
積
一
自
問
し
て
、
糞

に
大
洗
町
に
便
益
の
あ
る
も
の
に
発
展

さ
せ
る
べ
く
、
町
の
総
意
を
結
集
し
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
o

今
後
大
洗
港
は
、
地
方
港
湾
審
議
会

を
経
て
六
月
間
一
に
は
中
央
滋
湾
審
議
会

に
か
か
り
、
正
式
に
透
明
宮
港
湾
と
し
て

の
整
備
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
納

部
の
一
計
留
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
各

位
と
十
分
話
し
合
い
を
深
め
な
が
ら
計

画
号
た
て
て
ゆ
き
ま
す
。

らあおお昭和54年 4.Fl20日

圏保だより

J 
大
，先
t 
大台
，洗
押

q 

大洗j巷富十菌平菌国み
な
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
震
費
の
う
ち
、

3
割
を
み
な
者
」
ん

一
が
負
担
し
、
筏
り
の
7
創
出
は
同
国
民
健
康

保
険
で
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
医

療
費
が
急
激
に
ふ
え
て
、
毎
年
大
洗
町

の
医
療
費
は
膜
下
最
高
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
、
一
人
当
り
医
療
費
総
額
一

O
六
、
二

一
六
円
と
有
難
く
な
い
状
態
に
な
っ
て

-
い
ま
す
o
こ
の
原
因
と
し
て
は
老
人
医

療
及
び
福
祉
医
療
の
無
料
化
、
一
一
局
額
療

護
費
支
給
制
度
発
足
以
来
入
院
費
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
。
医
学
が
進
歩
し
高

度
の
検
査
や
治
療
法
が
、
健
康
保
険
に

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
、
治
加
の
主
な
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
o
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
そ
れ
に
応

じ
て
保
険
税
に
は
ね
返
っ
て
来
ま
す
。

五
十
四
年
度
は
保
険
税
を
平
均
三
五
・

一
一
一
一
%
引
上
げ
な
け
れ
ば
、
医
療
費
の

支
払
が
で
き
な
く
な
り
そ
う
で
す
o
し

か
し
こ
う
な
る
と
一
世
帯
当
り
の
負
担

は
三
ち
一
八
九
円
に
な
り
大
き
な

負
領
と
な
る
た
め
1

国
保
で
は
大
巾
引

出
口
出

g
国
堤沖

弓ぶ亡二コ現在までに施工されている部分

<主=ニコ都市計画街路

数字は長さを表わす単位:メートル

戦
没
者
遺
族

特
別
弔
慰
金
十
ニ

開

公
務
扶
助
料
あ
る
い
は
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
た
戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て

は
す
で
に
こ
O
万
円
の
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
疹
俸
の

改
正
に
よ
り
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日

以
後
、
昭
和
五
十
同
年
三
月
一
二
十
一
日

ま
で
に
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
の

受
給
者
が
死
亡
し
た
遺
族
に
対
し
特
別

。診療科別一人当りの医療費対比

30 

@54年度国民健康保険事業

予算のあらまし

上
げ
を
出
来
る
だ
け
緩
和
し
よ
う
と
、
負
け
な
い
体
力
づ
く
D
に
つ
と
め

附
よ
り
4
千
万
円
の
徳
助
金
を
見
込
み
ま
し
ょ
う
。

引
上
げ
率
巻
二
二
・

O
六
%
に
お
さ
え
み
な
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
税
が

一
世
世
間
当
り
一
一
問
、
七
一
一
一
六
円
程
に
有
意
義
に
使
わ
れ
る
た
め
に
も
、
円
頃

配
慮
し
ま
し
た
o
な
お
最
高
限
度
額
は
か
ら
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
な
お
健

一
九
万
円
か
ら
一
一
二
万
円
に
改
正
の
宛
康
家
庭
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
記

込
で
す
o
医
療
が
ふ
与
。
人
つ
れ
毎
年
保
念
品
を
贈
り
表
彰
い
た
し
ま
す
。
保
険

険
税
が
山
引
上
げ
に
な
る
の
で
は
、
み
な
税
納
税
に
つ
き
一
ま
し
て
は
、
何
卒
脅
し

さ
ん
に
と
っ
て
も
町
に
と
っ
て
も
努
易
い
国
保
財
政
の
議
事
情
を
ご
理
解
下
さ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
o
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
り
本
年
度
も
、
尚
一
層
の
ご
協
力
を
お

に
も
「
お
医
者
さ
ん
を
点
々
と
し
た
り
」
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
社
交
掴
慣
が
わ
り
に
し
た
り
」
「
不
必
婆
参
考
ま
で
に
昭
和
瓦
十
四
年
度
の
国

な
ク
ス
リ
ね
だ
り
」
を
す
る
よ
う
な
こ
保
予
算
の
概
況
及
び
医
療
費
世
帯
の
推
移

と
の
な
い
よ
う
次
の
こ
と
が
ら
を
心
が
グ
ラ
フ
ぞ
別
記
い
た
し
ま
し
た
。

け
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

①
お
反
者
さ
ん
を
…
信
頼
し
、
次
々
に

転
医
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
主
う
。

②
急
患
以
外
は
、
で
き
る
だ
け
深
夜

休
日
、
時
摺
外
受
診
は
さ
け
ま
し

ょ
v

つ。

③
一
健
康
診
断
、
予
防
媛
福
田
は
進
ん
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

④
治
療
よ
り
予
防
に
心
が
け
病
気
に

。54年度隣接市町村一人当り窓療

費(費用額)の対比

弔
慰
金
十
二
万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
D
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
該
当
さ
れ
る
遺
族
は
、

戦
没
者
の
子
、
兄
弟
姉
妹
等
で
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
の
受
給
者
が
死
亡
さ

れ
た
方
で
す
。

な
お
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

役
場
厚
生
諜
へ
届
出
て
下
さ
い
。

圏盟国老人

口=コ一般でていくお金

(歳出)

10億0649万円

保険税 i世帯当町

114，736円

医療費等 l世帯当り
(町支払分)

290，975丹

みなさんの

窓療費など

民意7360万円

事務費、その他

3，289万円

みなさんの保険税

31:意7126万円

はいってくるお金

(歳入)

10億0649万円

箇祭から

51:意8097万円
置Tの徳劫金

4，000万円
その他

1，426万円

10 

8 

9 

7 

。被保険者 1人当りの

医療費(町支払介)

仁二コ

6 

5 

4 

3 
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す~したに完53 自謡

大洗町立南中学校防昔改造工事現EFj轟撞保持施設
1場 所大洗町大貫町

2.様造規模!鉄筋コンクリー
ト2階建校舎

(特別j教室)改造

ヱ事 925.75m' 

機械室長建築工事

33.97m' 

r昆度保持(緩房)
工事 3079.46m'

53，496，000円
自553.8.22
至554.1 .31 

3工事費
4.工期

大洗関T明神町見童公E覇
所 大洗町長麗浜田7明
神町

模面積:約1900m'

0休養施設工:休

憩所 1ヶ所ベ
ンチ10基

0修景繍設工:槌

栽(上木)84本
植栽(下木)521 

本芝生
0遊戯地設ヨニ:大

裂ブランコ 1基

外 6基

0水呑場 2ヶ所

3総事業費 9，000，000円
4工期自 S53.10.20 

至 S54.2.8

1.士島

2規

所大洗町磯浜町

8228番地の88

2.構造規模量産・簡易耐火

構造2階建(連

続建)
第 1工区 6戸建3棟

(18戸) 55.47m'j戸

計998.46m'
第 2工区 4戸建4様

(16戸) 55 .47m' /戸

計887.52m' 

計:34戸 1，885.98m'
住宅の部屋の構成 1 

F皆:和集4.5畳，台所，
食主主，玄関，浴室，便

所 2階:和室長6畳，
和~4.5長

3.総事業費 153，973，OOOfIj 
4.工期自 S53.9 .25 

E竪S54， 2 .15 

1場大洗痴T堂松ケ丘住宅
所大洗町大貧困T
659 

2.構造規模鉄筋コンクリー

ト鉄骨造箇積

795. 62m' (240.7 . 

坪)

玄関・ホール・

体育室・ステー

ジ・器具倉庫・

トイレ・身障者

専用トイレ・車

いす廓ス口ープ

水呑場・足洗い

場・放送釜・更

衣室長・

91，500，000円
ElS53.8.1 
至S54.2 .28 

1場

(内訳)

警警大洗町立大翼小学校壁内運動場

3工事費

4工期
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昭和54年4月初日

〈
岡
一
持
〉

去
る
つ
d

月
日
臼
、
察
庁
知
事
護
で
水

難
救
済
功
労
回
体
と
水
難
数
済
永
年
勤

続
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
本

町
か
ら
臼
本
水
難
救
済
会
大
洗
救
難
所

(
団
体
表
彰
)
と
一
磯
浜
漁
業
向
同
組
合

長
・
米
間
昇
作
氏
(
四
個
人
表
彰
)
が
受

賞
し
ま
し
た
。
水
難
救
済
活
動
に
対
す

L、らあおお

。》

で

る
県
知
事
表
彰
は
今
回
が
第

1
回
目

で
、
県
内
多
く
の
団
体
や
関
係
者
の
な

か
か
ら
特
に
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

栄
え
あ
る
受
賞
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

大
洗
数
難
所
(
小
松
崎
七
之
介
所
長
・

所
員
部
名
)
は
磯
浜
@
大
洗
筒
漁
協
の

組
合
員
が
中
心
と
な
っ
て
編
成
さ
れ
、

の
メ

O
煙
は
あ
な
た
よ
り
速
い

火
災
に
よ
る
翠
在
、
そ
の
大
部
分

が
燦
に
よ
る
窒
息
か
一
酸
化
炭
素
中
毒

で
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
内
に
あ
る
布
簡

や
衣
類
な
ど
が
多
量
の
有
議
ガ
ス
や
燦

主
と
し
て
沿
岸
海
域
の
海
難
救
助
に
当

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
業
綴
に
つ
い
て

は
、
昭
和
HM年
日
本
水
難
救
済
会
の
公

認
救
難
所
と
し
て
発
足
以
来
今
日
ま

で
、
遭
難
船
舶
と
人
命
の
救
助
に
数
々

の
業
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
o

一
例
と
し

て
、
昨
年
の
救
助
実
績
を
み
ま
す
と
火

し
さち

を
発
生
さ
せ
る
た
め
で
す
o
煙
の
恐
ろ

し
き
一
を
充
分
に
知
D
、
早
く
避
難
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
o

①
煙
の
性
質

@
燈
の
還
さ
は
、
空
気
と
同
じ
位
い

で
す
が
、
火
災
で
熱
せ
ら
れ
る
と
、

第92号
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(3) 

災
@
転
開
盟
・
殴
礁
等

5
件
の
一
事
故
発
生

に
対
し
て
そ
の
総
て
に
出
動
し
、

5
名

の
尊
い
人
命
を
無
事
救
助
し
、
本
町
水

産
業
の
発
展
と
海
上
の
安
全
臨
時
保
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
無
償
の
奉
仕
活
動
に
活
躍
さ
れ
る
所

員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
こ
の
た
び
の
受
賞
を
心
か
ら
お
議

び
い
た
し
ま
す
。

一、

高金
三七猷f
E千，"'" 
の五

福宮
税門
組也
l入

寄
金
弐
万
円
也

土
佐
犬
普
及
会
茨
城
連
合
会

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一、
師
長
よ
り

大
洗

車T機
運地._-
伴内
品

lこ卸
貫売
献子告もl
場制見

の

去
る

2
月
刊
日
日
に
開
催
さ
れ
た
大
洗

町
地
方
卸
売
市
綴
貿
受
人
総
合
総
会

で
、
任
期
満
了
に
よ
D
退
任
さ
れ
た
3

役
員
に
、

4
月刊
μ
日
、
竹
内
宏
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
方
々
は
前
理
事
長
高
崎
誠

一
芳
氏
、
前
削
酬
明
組
事
長
和
田
俊
雄
氏
、
同

小
沼
野
氏
の
3
氏
で
、
永
年
に
一
思
っ
て

い
き
お
い
よ
く
上
昇
す
る
。

@
煙
は
、
上
昇
す
る
と
き
は
毎
秒
3

i
5
明
、
横
へ
は
毎
砂
川
j
川
加
の

速
さ
で
広
が
り
ま
す
o

@
煙
は
、
逃
げ
道
が
な
い
と
天
芥
に

一
時
的
に
た
ま
り
、
そ
れ
か
ら
次
第

に
下
に
お
り
て
く
る
o

@
煙
は
、
見
通
し
を
著
し
く
怒
く

し
、
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

@
煙
は
、
有
毒
ガ
ス
(
一
酸
化
炭
素

な
ど
)
を
含
ん
で
お
り
危
険
で
す
。

①
煙
か
ら
避
難
す
る
と
き
の
心
得

@
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
す
る
こ

と。@
タ
オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
(
ぬ
ら
し
た

方
が
良
い
)
を
口
に
あ
て
煙
を
す
わ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

@
呼
吸
は
、
な
る
べ
く
少
さ
く
鼻
か

ら
し
て
、
煙
を
腕
い
っ
ぱ
い
す
い
込

ま
な
い
こ
と
。

謝
卸
売
市
場
の
運
営
に
参
画
し
、
生
鮮
食

税
品
の
円
滑
な
供
給
業
務
を
通
じ
て
町

民
生
活
の
向
上
と
本
町
水
産
業
界
の
発

展
に
質
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。
永
い
問
、
大
変
御
苦

労
様
で
し
た
。
今
後
淡
々
の
御
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

‘、
魚

た
が
、
こ
の
日
、
集
合
地
の
愛
市
博
小
学

校
に
は
約
二
五
O
人
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
参
集
し
、
小
・
中
学
の
男
・
女
、
一

般
、
家
族
と
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合
せ

て
作
ら
れ
た
6
つ
の
コ

i
ス
に
挑
戦
し

ま
し
た
o
出
発
前
の
講
認
を
受
け
た
皆

さ
ん
は
定
刻
の
午
前
日
時
か
ら
、

5
1

6
名
の
グ
ル
ー
プ
に
別
か
れ
て
願
次
出

発
し
、
先
づ
自
分
の
進
む
べ
き
コ

i
ス

や
指
定
場
所
に
貼
ら
れ
た
親
地
図
か

ら
、
各
自
手
持
ち
の
地
図
に
記
載
し
な

が
ら
木
立
ち
の
中
に
元
気
な
姿
を
消
し

て
い
き
ま
し
た
。
昼
も
過
ぎ
、
午
後
1

時
頃
に
な
る
と
笑
声
や
歓
声
が
一
丹
び
よ

み
が
え
り
、
白
か
ら
の
成
果
ぞ
誇
示
す

る
よ
う
に
、
参
加
者
が
続
々
と
姿
を
現

わ
し
、
な
ご
や
か
な
う
ち
に
、
未
だ
寒

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
、
一
寸
開
聞
き
時
間
に
ゴ
ー
ル
す
る
」
と
い
う
ス
ボ
i

さ
の
浅
る
日
十
一
番
の
一
一
討
を
楽
し
く
過
ご

な
れ
な
い
言
葉
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ツ
で
す
o
町
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
し
ま
し
た
o

こ
れ
は
、
「
主
催
者
が
指
定
し
た
方
注
第
2
回
目
の
オ
リ
エ
ン
テ
i
リ
ン
グ
大
な
お
、
こ
の
大
会
の
運
営
に
、
中
心
と

で
、
掲
示
し
た
い
く
つ
か
の
地
点
を
、
会
を
、
去
る

3
月
日
目
の
臼
旺
日
に
、
な
っ
て
活
躍
さ
れ
た
地
元
0
・
L
会
員

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
即
時
し
、
短
松
川
地
区
一
揚
の
山
林
で
開
催
し
ま
し
の
皆
ざ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

若
が
え
る

先
日
、
一
町
民
の
方
か
ら
東
党
台
の

老
松
が
枯
れ
は
じ
め
て
い
る
の
で
保
存

対
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。
と
の
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
老
松
は
か
義

公
遺
愛
の
松
。
と
い
わ
れ
、
古
い
普
か

ら
町
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の

で
、
町
で
は
早
速
、
県
林
業
試
験
場
に

議
資
検
討
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
結

巣
、
ほ
こ
huと
一
拍
松
葉
に
よ
れ
Y
窒
息
状

態
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
放
開
園
す
る
と
枯

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
診
断
が
あ

ο、
試
験
場
の
指
導
の
も
と
に
霞
ち
に

消
防
ポ
ン
プ
の
放
水
に
よ
る
清
掃
作
業

を
行
な
い
ま
し
た
o
当
日
は
、
町
消
防

署
か
ら
タ
ン
ク
恵
一
台
と
問
者
負
7
名
が

出
動
し
、
約
1
時
間
を
か
け
剖
ト
ン
を

放
水
し
ま
し
た
が
、
枯
れ
た
松
葉
や
小

名
松

治
ee

@
@
@
@
@
@
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枝
な
ど
が
侭
ん
LCγ

ト
ラ
ッ
ク
2
ム
口
分
も

落
ち
、
見
違
え
る
程
に
美
し
く
生
れ
か

わ
れ
J

ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

年
に
一
度
ぐ
ら
い
の
割
合
で
放
水
清
掃

を
行
な
い
、
保
存
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

が、

4
月
か
ら
は
、
一
史
に
、
民
放
4
社

(
フ
ジ

-
N
T
V
-
T
B
S
-
テ
レ
ビ

朝
日
)
が
共
同
で
建
設
を
進
め
て
き

た
、
大
洗
U
H
F中
継
局
が
臼
下
ケ
塚

に
完
成
し
、
開
局
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
本
町
の
テ
レ
ビ
難
視
灘
区
域
は
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

ご
家
庭
で
は
、
軒
先
に
U
H
H
Fの
小

さ
な
ア
ン
テ
ナ
を
つ
け
る
だ
け
で
、
今

ま
で
以
上
に
鮮
明
な
テ
レ
ピ
画
像
が
ご

覧
に
な
れ
ま
し
ょ
う
。

畏
放
4
・社
@
H
U
H
F
中
継
同
期

iAa

こ
れ
ま
で
本
町
の
テ
レ
ビ
受
信
は
東

J

京
か
ら
の
V
H
F霞
波
と
、
臼
立
中
継

周
か
ら
の
U
E
F電
波
を
判
利
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
距
離
が
遠
い
こ
と
や
地
形

的
な
悪
条
件
な
ど
で
電
波
が
弱
く
な
っ

た
り
遮
ら
れ
た
D
し
て
、
良
い
受
信
一
が

で
き
な
い
多
く
の
区
域
が
あ
り
ま
し

た
こ
の
よ
う
な
難
視
総
区
域
を
解
消
す

る
た
め
、
去
る
昭
和
却
辱
に

N
H
Kの

U
H
F中
継
局
が
開
局
さ
れ
ま
し
た

チャンネルは

次のとおりです

田各 事ホ チャンネlレ

N T V 39 CH 

T B S 41 CH 

フジアレピ 43 CH 

アレビ朝日 45 CH 



(4) 第92号し通昭和54年 4月20日

般会計

3，145，172千円

(2，934，143千円)

62.6% 

地方卸売市場冷凍冷蔵事業

50，306千円(58，422千円)1.0% 

農業共済事業
27，276千円(27，921千円)0.5% 

公平委員会
9，552千円(9，286千円)0.2% 

昭和54年度
予算総額

5，025，191千円
(4，849，481千円)
( )内は前年度
100% 

工

生

務

木

ρ4 
TJ 

金

費

費

費

費

費

費

農林水産業費

費

災害復旧費

費

費

費

/.:;:;、
ヌヨ

費働

出

A 
Z三

防

イ蒲

生

τ~ 

月

{責

支

言義

商

消

衛

予

教

諸

公

土

民

区

A. 
瓦

ム P

瓦

策
金
一
税
金
一
用
金

対
付
一
得
一
利
一

全
〔
一
取

f
一
設
本

安
打
一
車
ィ
一
施
交

通

期

一

動

一

楽

1

交
特
一
自
交
一
娯
税

国庫支出金

入

件川
u
nnur 

入

分担金及ぴ

負担金

金

地方譲与税

金

{責

M
九
4
R
1
 

分

使用料及び

手数料

入

地方交付税

ヰ叉

出

収

寄

越

産

支

繰

繰

財

諸

県

町

町

区

昭
和
弘
年
3
月
9
日
、
第
1
田
町
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
同
日
、
竹
内
町
長
か
ら
昭
和
日
年
度

施
政
に
関
す
る
方
針
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

11 

u 

昨
年
ロ
月
町
長
に
就
任
以
来
、
議
員
各
位
の
温
か
い
御
支
援
と
御
協
力
の
も
一
る
に
至
h
y
、
更
め
て
そ
の
責
任
の
大
き
き
ゃ
」
痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ

と
で
、
私
に
引
き
継
が
れ
た
昭
和
白
年
度
の
諸
施
策
の
執
行
に
勢
め
て
き
ま
し
一
ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
時
間
と
費
用
と
を
要
す
る
こ
と

た
。
こ
の
間
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
種
々
勉
強
壱
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
一
は
勿
論
で
す
が
、
同
時
に
町
民
の
皆
様
方
の
御
協
力
壱
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

で
き
る
だ
け
町
民
各
層
の
方
々
と
話
し
合
い
、
懸
案
諸
事
項
の
解
決
に
力
を
注
一
ら
な
い
面
も
非
常
に
多
く
、
私
は
こ
れ
ら
現
実
を
し
っ
か
り
と
ふ
ま
え
て
、
一

い
で
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
問
題
の
在
D
方
な
ど
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
理
解
す
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
任
ま
も
な
く
田
止
揚
さ
れ
た
、
国
の
新
年
度
予
算
繍
成
に
あ
た
っ
て
は
、
本

町
ま
ち
づ
く
D
の
中
心
課
顕
で
あ
る
大
洗
潜
争
、
商
港
と
し
て
発
麗
さ
せ
る
為

の
『
重
要
港
湾
昇
格
』
運
動
を
、
県
当
問
、
本
県
出
身
の
国
会
の
諸
先
生
方
と

一
体
と
な
っ
て
盟
関
し
、
そ
の
指
定
を
受
け
予
算
の
撞
得
に
成
功
し
ま
し
た
。

而
し
、
こ
の
事
実
壱
周
辺
の
動
き
、
即
ち
射
爆
場
跡
地
利
用
の
問
題
に
お
け
る

港
湾
建
設
計
画
と
国
営
公
園
化
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
費
や
、
北
関
東
横

断
自
動
車
道
路
の
建
設
調
査
費
等
の
予
算
措
置
、
或
い
は
現
在
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
常
盤
自
動
車
道
の
建
設
問
題
等
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
時
、
い
ず
れ

は
北
関
東
の
時
代
が
具
現
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
こ
う
し
た
現
実

を
直
視
し
、
将
来
を
麗
望
し
つ
つ
、
そ
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
主
体
的
な
方

向
づ
け
壱
行
な
い
、
町
民
生
活
の
優
先
を
基
本
原
則
と
し
た
、
真
に
町
民
の
た

め
の
町
づ
く
り
に
懸
命
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
、
国
の
経
済
も
そ
の
発
麗
パ
タ
ー
ン
に
変
化
壱
生
じ
経
済
的
、
財
政
的

環
境
も
誠
に
厳
し
く
、
こ
の
状
況
下
に
あ
っ
て
本
町
の
予
算
も
大
き
く
組
む
こ

と
が
難
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
o
而
し
、
何
時
如
何
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も

『
豊
か
で
住
み
よ
い
』
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
命

題
で
あ
れ
ν、
こ
の
追
求
に
全
力
壱
あ
げ
な
け
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

教
育
施
設
の
充
実
や
福
祉
の
向
上
を
困
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
特
に
町
民
生

活
に
密
着
す
る
生
活
関
連
の
諸
施
設
の
立
ち
遅
れ
を
挽
回
し
、
そ
の
充
実
を
図

る
べ
く
こ
れ
を
重
点
的
計
画
と
し
て
力
を
傾
注
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
諸
産
業
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
も
厳
し
く
そ
の
振
興
に
も
努
め
な

け
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。
特
に
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
益
々
そ
の
深
刻
度
を
増
し

て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
多
く
の
就
労
の
場
壱
確
保
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
o
幸
い
に
し
て
本
町
は
海
を
背
負
い
将
来
の
発
躍
の
可

能
性
壱
大
き
く
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
の
可
能
性
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
は
ら
い
適
切
な
施
策
を
講
じ
、
本
町
の
発
麗
を
罰
ら
な
け
れ

ば
な
D
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
よ
ヨ
な
幾
つ
か
の
基
本
的
な
考
え
方
に
た
っ
て
、
私
の
手
に
な
る

は
じ
め
て
の
予
算
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
し
、
多
く
の
課
題
を
据
え
る
本
町

で
は
財
政
需
要
も
誠
に
大
き
く
、
私
は
就
任
以
来
、
町
民
が
心
か
ら
望
ん
で
い

る
こ
と
を
如
何
に
折
D
込
む
か
、
そ
の
為
す
べ
き
こ
と
を
選
択
し
て
意
を
用
い

て
き
ま
し
た
が
、
町
の
財
政
環
境
は
多
く
の
施
策
を
採
用
す
る
に
は
あ
ま
D
に

も
厳
し
い
状
況
下
に
あ

D
ま
し
た
。
更
に
は
時
間
的
な
問
題
も
あ

D
充
分
と
ま

で
い
か
な
い
ま
で
に
も
符
政
事
務
事
業
等
の
見
直
し
も
出
来
得
る
限
長
げ
な
い
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
検
討
を
加
え
善
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
て
は
、
引
き
続
き
調
査
研
究
費
を
つ
け
、
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

直
接
町
民
生
活
に
密
着
し
た
緊
急
度
の
高
い
も
の
と
し
て
、
特
に
町
道
の
整
福
祉
問
題
を
考
え
る
時
、
私
は
、
町
民
一
人
ひ
と
D
が
健
康
で
安
定
し
た
生

備
に
つ
い
て
は
多
く
の
強
い
要
望
も
受
け
て
お
D
、
新
年
度
事
業
の
最
重
点
と
活
を
送
れ
る
よ
う
な
、
と
D
わ
け
幼
児
、
お
年
寄
り
、
更
に
は
不
幸
に
し
て
障

し
ぐ
考
え
、
一
一
億
四
百
万
円
の
予
算
壱
措
置
し
て
整
備
す
る
外
、
舗
装
@
排
水
害
を
背
足
っ
た
人
な
ど
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
対
し
て
は
暖
か
い
思

溝
@
排
水
溝
の
ふ
た
等
の
整
備
の
た
め
の
維
持
補
修
費
四
百
万
円
を
計
上
し
て
い
や
D
ん
あ
る
施
策
を
も
っ
て
、
町
民
み
ん
な
の
幸
わ
せ
を
追
求
し
、
や
す
ら

要
望
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
、
交
通
安
全
対
ぎ
の
あ
る
町
づ
く
D
壱
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、
福
祉
対
策
と
真
剣
に

策
事
業
と
し
て
通
学
路
の
整
備
に
も
患
を
用
い
、
庁
舎
前
の
夢
道
整
僚
を
二
千
一
取
b
紹
弓
す
す
U
d
て
し
き
た
ト
い
と
考
え
て
い
ま
す
c
先
づ
児
童
福
祉
対
策
に

四
百
万
円
で
実
施
す
る
外
、
県
当
閣
に
掻
く
要
望
し
平
ヨ
橋
よ
舟
理
大
先
線
、
ま
一
つ
い
て
は
、
新
年
支
磯
質
幼
稚
璽
歩
調
設
し
県
青
一
明
乃
慶
和
策
を
と
D
、
弘
立
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50，306千円

49，858千円

448千円

38，369千円

5，551千円

6，386千円

0地方卸売市場冷凍冷蔵事業

(才入)営業収益

営業外収益

(才出)営業費用

営業外費用

その他

盟
国
関

1，006，494千円

371，261千円

578，422千円

56，811千円

969，649千円

32，893千円

3，952千円

0国民健康保険事業

(オ入)由民健康保険税

国産支出金

その他

(才出)保険給付費

総務費

その他

定資産税

717，996千円

(55.5%) 

国

27，276千円

14，372千円

1，500千円

11 ，404千円

14，372千円

1，500千円

11 ，404千円

o農業共済事業

(オ入)農作物共済勘定才入

家畜共済勘定才入

業務勘定才入

(才出)農作物共済勘定オ出

家畜共済勘定才出

業務勘定オ出

373，600千円

273，600千円

90，000千円

10，000千円

263，359千円

110，241千円

0桜道土地区画整理事業

(才入)繰越金

繰入金

その他

(才出)事業費

予備費

町税内訳

1 ，294，662千円

(100.0%) 

9，552千円

5，262千円

3，490千円

800千円

9，502千円

50千円

0公平委員会

(才入)分担金及び負担金

繰入金

その他

(才出)総務費

予備費

民税

336，096千円

(26.0%) 

町

412，791千円

251，451千円

112，675千円

48，665千円

137，296千円

185，760千円

62，051千円

27，684千円

道事業

(才入)収益的収入

資本的収入

その他

(オ出)建設改良費

営業費用

営業外費用

その他

0水

50，000千円

8，139千円

2，371千円

0町営プール建設事業(継続)

0磯浜幼稚園開設事業

o青少年センター事業

軽自動車税

8，250千円 (0.6%)
特別土地保有税

8，147千円 (0.6%)
カ、ス・鉱産・木材引取税

3千円( -)  

11 ，082千円

20，930千円

141，619千円

48，097千円

0公衆衛生事業

0老人福祉事業

o医療福祉事業

o児童福祉事業

F

〆
〆
司
l
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1，027，198千円

5，052千円

2，217子円

20，533千円

30，000千円

4，350千円

3，090千円

7，007千円

29，953千円

1，179千円

0大洗港の整備

0水田再編対策事業

0病害虫防除対策事業

O農業水路及び

O広;浦甫地区農道整備事業

0水産業経営安定対策事業

0東光台閣地整備事業

0駐車場整備事業

0海水浴場及び、環境整備事業

0松川南部地区船溜j創業事業

207，892千円

24，243千円

6，423千円

373，600千円

10，006千円

20，603千円

156，526千円

72，286千円

152，647千円

75，000子円

8，589千円

13，244千円

8，970千円

4，000千円

43，867千円

14，090千円

15，503千円

39，000千円

0町道の整備と維持補修工事

0自転車(自転車歩行者道)新設工事

0交通安全対策施設整備事業

0桜道土地区画整理事業

0和銅地区児童公園建設事業

0松ケ丘町営住宅特定工事

0前原町営住宅建設事業

0町営火葬場建設事業(継続)

O上水道事業の整備充実

0掘割地区埋立造成事業

0消防防災体制整矯事業

0広報無線放送施設工事(子局6局)

Oごみ処理施設の整備

O公共下水道基本計画再調査費

0一中柔剣道場建設事業

0ー中屋体改修工事

0小中学校諸施設整備事業

0屋外運動場照明施設々置工事

5 

策
事
業
と
し
て
通
学
路
の
整
備
に
も
震
を
用
い
、
庁
舎
前
の
接
道
整
備
を
二
千

四
百
万
円
で
実
施
す
る
外
、
県
当
聞
に
強
く
要
望
し
平
戸
橋
1
舟
渡
大
洗
線
ま

マω区
閥
、
大
洗
バ
イ
パ
ス
緑
水
圏
附
近
、
前
原
住
宅
山
間
近
等
も
整
備
の
克
通

し
が
つ
き
、
更
に
、
道
路
標
識
@
案
内
標
識
@
照
明
施
設
@
区
画
線
@
防
犯

灯
@
防
護
柵
等
の
施
設
費
と
し
て
八
百
万
円
を
計
上
し
安
全
対
策
を
構
じ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
に
桜
道
土
地
区
画
整
理
事
業
で
す
が
、
私
も
担

当
課
の
職
員
と
一
諸
に
地
権
者
と
の
対
話
を
重
ね
、
回
年
度
末
に
は
日
%
の
進

捗
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
、
新
年
度
は
一
一
一
億
七
千
四
百
万
円
を
計
上
し
て
早

期
完
成
壱
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
盟
の
整
備
に
つ
い
て
は
臼
年
度
に
明

神
町
地
区
公
園
が
都
市
計
画
児
童
公
闘
と
し
て
立
派
に
完
成
し
好
評
を
得
て
お

D
、
本
年
度
は
一
千
万
円
を
和
銅
地
区
公
園
に
、
一
史
に
、
堀
割
地
区
の
船
溜
敷

を
埋
立
て
て
公
園
化
を
図
る
べ
く
、
土
地
開
発
公
社
の
事
業
と
し
て
七
千
五
百

万
円
の
予
算
で
埋
立
造
成
工
事
壱
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次

に
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
松
ケ
丘
地
区
の
建
替
え
が
終
り
、
本
地

区
に
対
す
る
集
会
施
設
の
建
設
を
は
じ
め
児
童
遊
間
地
の
整
備
費
と
し
て
二
千

万
円
、
新
ら
た
に
前
原
地
灰
一
の
建
替
事
業
と
し
て
住
宅
時
戸
に
揮
化
、
給
水
等

の
附
帯
施
設
を
含
め
て
一
億
五
千
六
百
万
円
を
計
上
し
て
そ
の
需
要
に
対
応

k

m年
度
の
継
続
事
業
で
あ
る
火
葬
場
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
本
年
度
七
千

二
百
万
円
を
計
上
し
、
待
合
室
棟
壱
含
め
て
完
成
を
図
h
y
ま
す
。
上
水
道
第
3

次
拡
張
事
業
は
引
き
続
き
水
源
確
保
に
力
を
注
ぎ
な
が
ら
、
四
千
五
百
万
円
で

神
山
地
区
に
対
す
る
配
水
本
管
施
設
を
整
備
す
る
外
、
桜
道
地
区
の
整
備
を
図

る
た
め
八
百
五
十
万
円
壱
計
土
し
て
施
設
水
準
の
向
上
に
努
め
、
一
方
、
一
般

会
計
よ
D
町
道
整
備
の
た
め
の
水
道
管
切
D
廻
し
及
び
桜
道
地
区
の
配
水
本
管

布
設
に
対
す
る
臼
年
度
施
工
分
と
し
て
一
千
四
百
万
円
を
負
担
す
る
み
お
で
す
。

つ
ぎ
に
防
災
体
制
と
し
て
は
、
緊
急
災
害
時
に
お
け
る
連
絡
通
報
、
平
常
時

に
お
け
る
一
般
広
報
等
町
の
広
報
媒
体
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
無
線
放
送

施
設
が
甚
だ
し
い
若
朽
化
と
悶
式
化
に
、
日
頃
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
D
ま
す
。
こ
れ
を
、
固
に
も
働
き
か
け
て
は
ω
年
以
降
、
全
体

計
画
の
中
で
願
次
全
局
車
新
し
、
新
鋭
化
す
べ
く
目
下
努
力
中
で
す
が
、
そ
れ

に
先
立
ち
本
年
度
は
一
千
三
百
万
円
の
予
算
で

6
屑
の
増
設
、
望
新
を
行
な
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
第
3
4
4両
分
団
詰
所
の
増
改
築
工
事
を
七
百
万
円
で

行
な
い
整
備
を
図

D
ま
す
。

ま
た
、
都
市
下
水
路
(
百
万
円
)
@
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
(
七
O
万
円
)
@

公
共
下
水
道
基
本
計
闘
再
調
査
(
四
百
万
円
)
等
の
諸
調
査
費
を
計
上
し
今
後

の
ま
ち
づ
く
D
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
基
礎
教
育
の
充
実
を
一
層
深
め
、
要
に
、
地
域
活

動
を
通
し
て
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
、
よ
D
豊
か
な
人
間
性
の
向
上
を
め
ざ
し

て
文
化
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
奉
仕
に
親
し
め
る
よ
う
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

の
環
境
整
備
を
重
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
次
の
諸
予
算
を
措
置
し
ま
し

た
。
第
一
中
学
校
1
柔
剣
道
場
建
設
四
千
四
百
万
円
、
体
育
館
の
補
修
工
事
一

千
四
百
万
円
、
屋
外
便
所
新
設
工
事
二
百
六
十
万
円
、
適
用
道
酪
等
整
備
費
五

百
万
円
。
南
中
学
校
l
自
転
車
置
場
の
建
設
二
百
万
円
、
校
内
補
装
工
事
三
百

二
十
万
円
、
運
動
場
散
水
施
設
八
十
万
円
]
渡
D
廊
下
新
設
工
事
百
四
十
万

円
、
学
校
放
送
施
設
百
万
円
、
等
を
主
と
し
て
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
懸
案

の
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
遅
れ
を
補
足
し
、
学
校
開
放
事
業
の
推
進
を
は
か
る
た
め
、

一
中
屋
外
運
動
場
に
一
ニ
千
九
百
万
円
で
照
明
施
設
の
設
置
工
事
を
実
施
す
る

外
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
あ
わ
せ
て
こ
の
地
区
を
ス
ポ
i
ツ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
位
園
田
づ
け
、

2
ヶ
年
継
続
事
業
で
町
営
プ
l
ル
壱
建
設
し
、
ス

ポ
ー
ツ
リ
ク
リ
ヱ
イ
シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

次
に
非
施
設
面
で
は
学
校
教
材
教
具
の
整
備
、
慣
泊
学
習
訓
練
@
各
種
体
青
大

会
の
参
加
に
対
す
る
助
成
、
奨
学
資
金
の
増
額
等
に
よ
り
父
兄
負
担
壱
軽
減

し
、
ま
た
、
就
学
前
教
育
を
よ
れ
J

充
実
さ
せ
る
た
め
、
町
立
磯
浜
幼
稚
園
開
設

に
八
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
一
吏
に
、
社
会
教
育
の
屈
で
は
各
種
教
室
@
構

距
の
開
設
、
体
育
指
導
員
の
充
実
と
体
協
等
本

Tソ
指
導
団
体
の
強
化
青
成
、

青
少
年
の
相
談
@
指
導
、
婦
人
会
、
芸
術
文
化
等
活
動
諸
国
体
に
対
す
る
助
成

等
を
行
な
い
そ
の
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
中
央
公
民
館
問
題
に
つ

ぬ
h

ジ
附
紡
ザ
め
、
す
寸
ノ
叫
出
戸
て
し
き
・
た
レ
と
考
え
て
い
ま
す
む
先
づ
児
童
福
祉
対
策
に
畑

つ
い
て
は
、
新
年
度
磯
浜
幼
稚
園
壱
開
設
し
保
育
所
の
緩
和
策
を
と
D
、
私
立

保
育
所
運
営
実
態
を
配
慮
し
そ
の
助
成
策
を
講
じ
、
同
時
に
、
民
間
保
育
所

開
設
の
た
め
の
保
育
所
建
設
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
態
が
明
確
に
な
っ
た

時
点
で
の
適
切
な
助
成
、
更
に
、
保
育
料
に
つ
い
て
も
格
差
是
正
に
よ
る
負
担

の
軽
減
策
等
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
壱
行
な
い
、
併
せ
て
、
重
症
障
害
者
の
福
祉
手

当
と
通
園
に
対
す
る
助
成
、
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
制
度
の
採
用
等
を

行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
さ
き
に
県
に
強
く
要
望
し
て
い
た

「
海
の
子
供
の
国
」
の
施
設
充
実
に
つ
い
て
は
、
国
際
児
童
年
の
記
念
事
業
と

し
て
海
岸
科
学
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
D
、
「
子
供
の
家
」
に
つ
い
て

も
、
「
児
童
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
拡
大
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

D
ま
し
た
が
、

町
と
し
て
も
児
童
遊
園
地
遊
具
施
設
の
計
画
的
整
備
を
す
す
め
る
た
め
の
所
要

額
を
計
上
し
ま
し
た
。
老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

と
老
人
憩
の
家
を
更
に
利
用
し
や
す
い
様
に
、
入
場
料
の
無
糾
化
、
施
設
備
品

等
の
補
強
、
老
人
大
学
@
老
人
芸
能
発
表
大
会
等
各
種
催
し
の
企
画
な
ど
、
お

年
寄
D
の
皆
さ
ん
に
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
ヨ
配
顧

し
ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
体
育
祭
、
敬
老
会
、
老
人
健
康
診
査
、
老
人
居
室
整

備
資
金
貸
付
制
度
等
に
つ
い
て
も
南
署
用
い
、
宣
に
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
も
早
期
実
現
を
は
か

D
、
こ
れ
を
通
し
て
民

間
の
福
祉
活
動
の
活
発
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
外
、

町
民
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
予
防
接
種
、
集
団
検
診
、
健
康
相
談
、
機
能

回
復
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
進
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
老
人

及
び
高
額
医
療
制
度
等
を
主
と
す
る
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
財
政
状
況
も
厳
し

く
、
保
険
税
率
の
改
正
は
必
杢
で
す
が
皆
さ
ん
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
四

千
万
円
を
繰
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
今
の
厳
し
い
経
済
環
境
壱
如
何
に
の

D
切
る
か
、
そ
の
た
め
の
経
済
基
盤

の
確
立
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ
D
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
先
ず

大
揖
港
の
整
備
と
そ
れ
に
関
連
す
る
基
盤
整
備
に
急
ぎ
対
応
し
、
大
洗
港
整
備

に
つ
い
て
は
一

O
億
円
の
事
業
費
を
主
と
す
る
一
億
五
千
万
円
の
整
備
負
担
金

を
計
上
し
、
関
連
す
る
町
づ
く
D
の
調
査
費
と
し
て
庁
舎
附
近
の
土
地
利
用
計

画
、
駅
前
l
海
岸
線
整
備
の
基
本
計
画
、
総
合
交
通
体
系
、
都
市
計
画
街
路
の

計
画
変
更
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
再
開
発
用
地
の
方
向
づ
け
等
に
三
百
五
十
万

円
を
つ
け
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
農
業

面
で
は
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
広
浦
地
区
農
道
舗
装
に
一
一
一
千
万
円
、
松
川
幹
線

排
水
路
整
備
に
一
千
二
百
万
円
、
玉
沢
線
排
水
路
整
備
に
六
百
万
円
、
八
反
田

地
区
干
害
対
策
水
路
整
備
に
二
百
一
一
一
十
万
円
、
助
成
事
業
と
し
て
水
田
利
用
再

編
対
策
推
進
事
業
四
百
八
十
万
円
、
農
業
近
代
化
資
金
借
入
利
子
補
給
百
五
十

万
円
の
外
、
各
種
協
議
会
等
に
二
百
六
十
万
円
を
つ
け
、
病
虫
害
防
止
対
策
に

も
従
来
同
様
二
百
二
十
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。
こ
の
外
、
神
山
地
区
の
基
盤

整
備
事
業
に
も
成
り
行
き
を
み
て
適
切
な
助
成
策
を
講
じ
る
考
え
で
す
。
水
産

業
で
は
漁
業
、
水
産
加
工
業
、
内
水
面
漁
業
等
の
各
種
事
業
に
対
す
る
助
成
事

業
、
利
子
補
給
等
に
九
百
五
十
万
円
を
計
上
し
、
更
に
、
松
川
南
部
地
区
船
溜

護
課
事
業
百
二
十
万
円
、
魚
市
場
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
敷
地
の
舗
装
整
備
に
百

万
円
を
措
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
民
年
金
制
震
を
確
立
す
べ
く
、
調
査
研
究

等
壱
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
商
工
観
光
に
つ
い
て
は
基
盤
の
根
本
的
な
整
備
は

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

D
の
な
か
で
行
な
い
ま
す
が
、
商
工
観
光
業
者
に
対
す
る

経
営
指
導
や
客
の
誘
致
対
策
等
の
研
究
な
ど
を
強
化
す
る
た
め
、
商
工
会
に
二

百
十
万
円
、
観
活
協
会
に
百
万
円
を
助
成
し
、
商
倍
街
の
環
境
整
備
事
業
と
し

て
街
路
灯
設
置
、
駐
車
場
の
舗
装
整
備
に
百
七
十
万
円
、
観
光
施
設
整
備
事
業

と
し
て
海
岸
駐
車
場
と
公
衆
便
所
の
整
備
に
六
百
三
十
万
円
、
海
岸
清
掃
車

(ビ
i
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
)
購
入
費
と
し
て
一
千
八
十
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
措
置
し

ま
し
た
。
な
お
、
磯
節
ま
つ
b
a
商
業
産
業
祭
な
ど
、
町
の
祭
の
問
題
に
つ
い

て
は
全
町
的
な
問
題
で
も
あ
る
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
等
を
広
範
囲
に

お
聴
き
し
、
そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
考
え
、
適
切
な
助
成
策
壱
講
じ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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(6) 第92号

と
し

中
心

新
年
度
予
算
を
審
4
4
4

露

骨
営
監
車
場
の
一
塁
網
開
有
料
化
決
る

憩
の
家
無
料
化
〈
関
才
以
上
)
決
る

竹
内
町
長
の
手
に
よ
hu初
め
て
編
成
さ
れ
た
五
十
四
年
度
予
算
の
薬
価
を
問

う
第
一
一
回
大
洗
町
議
会
定
例
会
は
、
一
一
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
七
日
間
の

会
期
を
も
っ
て
開
か
れ
た
。

第
一
日
目
、
町
長
施
政
方
針
と
し
て
「
町
民
生
活
優
先
場
基
本
と
し
た
議
か

な
経
済
基
盤
と
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く

D
、
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
の
強

い
つ
な
が
D
を
持
ち
、
人
間
性
議
か
な
海
浜
都
市
」
を
目
指
す
と
述
、
へ
、
生
活

環
境
、
教
育
施
設
、
町
民
福
祉
、
産
業
援
輿
等
各
項
目
に
わ
た
り
予
算
内
容
を

明
ら
か
に
し
た
。

しミらあおお昭手[)S4年 4Fl20B 

。
十
一
一
日
、
本
会
議
、
施
政
方
針
並
び

新
年
度
予
算
に
対
す
る
総
括
質
疑
を

行
な
い
終
ア
後
各
常
任
委
員
会
に
お

い
て
一
史
に
詳
細
に
わ
た
D
審
議
を
す

る
た
め
全
議
案
付
託
す
る
o

。
十
一
一
一
日
、
十
四
日
総
務
、
教
育
民

生
、
経
済
、
建
設
の
各
常
任
委
員
会

を
開
催
す
る
。

0

十
五
日
、
本
会
議
各
常
任
委
員
長

よ
り
付
託
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
に

賛
成
す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
採

決
の
結
果
委
員
長
報
告
の
と
お
り
承

認
さ
れ
、
会
議
案
可
決
す
る
。

一
般
質
問
五
名
の
議
員
が
行
な

う
。
閉
会
。

可
決
し
た
議
案
と
内
容

マ
五
十
三
年
度
関
係
予
算

大
洗
町
一
般
会
計
矯
正
予
算
(
第
九

号
)国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(
第
一
一
一
号
)

マ
五
十
四
年
度
関
係
予
算

大
洗
町
一
般
会
計
予
算

一
二
十
一
億
四
、
五
一
七
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

十
億
O
、
六
同
九
万
円

水
道
事
業
会
計
予
算

四
倦
一
、
一
一
七
九
万
円

桜
道
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
一
一
一
億
七
、
一
ニ
六
O
万
円

冷
凍
冷
蔵
事
業
特
別
会
計
予
算

五、

O
一一一
O
万
円

農
業
共
済
商
事
業
特
別
会
計
予
算

二
、
七
二
七
万
円

公
平
委
員
会
特
別
会
計
予
算

九
五
五
万
円

※
予
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
本
的
報

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
、
。

マ
条
例
関
係

(
制
定
)

大
洗
町
営
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理

に
開
閉
す
る
条
例

ノ
J 

海
水
浴
期
間
中
、
町
内
の
公
営
駐
車

場
(
大
洗
、
磯
浜
、
大
震
の
七
個
所
)

の
有
料
化
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
o

O

駐
車
刺
料
金
大
型
自
動
車
千
円
。
中

型
自
動
車
五
百
円
。
普
通
小
型
自
動
車

及
び
軽
自
動
車
三
百
円
。
二
輪
車
等
百

円。
大
洗
町
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

条
例在
宅
の
重
度
身
体
霞
害
者
(
身
障
手

緩
一
、
二
級
又
は
心
身
障
害
者
)
の
住

宅
環
境
を
改
善
す
る
た
め
「
百
二
十
八

万
円
」
の
貸
付
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

大
洗
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
霞
条
例

青
少
年
の
非
行
化
問
止
、
華
同
行
指
導

健
会
育
成
筆
積
極
的
に
行
な
う
た
め

教
育
委
員
会
内
に
同
セ
ン
タ
ー
を
設
題

し
た
。町
特
別
織
(
非
常
勤
)
職
員
の
報
酬

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

土
地
保
有
税
審
議
委
員
の
報
酬
を

一一一、二
O
O円
と
定
め
た
こ
と
及
び
社

会
教
育
指
導
員
報
酬
月
額
五
九
、

0
0

0
円
を
ふ
ハ
二
、

0
0
0円
に
改
め
た
。

町
特
別
職
(
常
勤
)
職
員
の
給
与
、

旅
費
条
例
の
一
部
改
正

国
家
公
務
員
の
旅
費
支
給
に
準
じ
、

鉄
道
グ
リ
ー
ン
料
金
の
廃
止
及
び
臼
当

基
準
変
更
等
の
条
文
を
整
理
し
た
。

町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

機
浜
幼
稚
岡
田
開
閣
に
伴
い
職
員
二
名

の
定
員
を
も
う
け
た
。

町
職
員
の
旅
費
条
例
の
一
部
改
正

委

員

国
家
公
務
員
の
旅
費
支
給
に
準
じ
、

鉄
道
グ
リ
ー
ン
料
金
の
廃
止
及
び
日
当

基
準
変
更
の
条
文
を
整
理
し
た
。

老
人
憩
の
家
管
理
条
例
の
一
部
改
正

町
内
居
住
者
六
十
才
以
上
の
方
の
入

場
料
五
十
円
を
四
月
一
臼
か
ら
「
無
料
」

と
し
利
用
を
高
め
る
こ
と
と
し
た
。

町
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

五
十
四
年
四
月
一
日
よ
り
「
町
立
磯

浜
幼
稚
閤
」
が
開
園
し
た
o

町
奨
学
金
条
例
の
一
部
改
正

奨
学
金
月
額
一
一
一
千
円
を
五
千
円
に
改

め
た
。可
水
道
工
事
『
分
担
金
条
例
の
一
部
改

正
資
材
、
工
事
時
間
の
鐙
上
り
の
た
め
、

工
事
分
担
金
(
新
設
の
時
納
付
す
る
も

の
)
の
掲
額
改
正
を
し
た
。

ばい瓦

報
主監二
仁3

マ
陳
情
継
続
審
査
の
件
委
員
会
議
室
の
結
架
、
い
ず
れ
も
原
案

一
、
教
筒
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
の
と
お

D
可
決
し
た
が
、
要
望
事
演
と

れ
た
陳
情
富
田
一
一
一
体
(
趣
旨
、
サ
イ
ク
り
し
て
次
の
こ
と
を
報
告
し
た
。

ン
グ
タ
i
ミ
ナ
ル
食
堂
委
託
問
題
。
陳
総
務
常
任
委
員
会

情
者
、
大
洗
鋭
治
旅
館
組
合
一
一
一
十
一

ω町
勢
要
覧
の
早
期
発
行

名
。
大
洗
鋭
治
旅
館
協
同
組
合
九
名
。

ω消
防
職
員
の
健
康
管
理

大
洗
町
飲
食
府
組
合
十
七
名
)
に
つ
い
教
育
開
民
生
常
任
委
員
会

て
、
第
五
閤
自
の
委
員
会
を
開
僕
し
審

ω国
際
児
童
年
歩
契
機
に
、
教
育
施

議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
願
意
妥
当
と
設
の
充
実
と
運
営
に
努
力
さ
れ
た
い
。

認
め
「
採
択
」
と
一
決
定
し
た
。

ω水
道
未
使
用
者
(
水
道
場
}
設
置
し

二
、
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
た
が
空
屋
等
で
全
々
使
用
し
な
い
為
判
明

由
民
道
整
備
争
求
め
る
陳
情
書
二
件
に
つ
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

い
て
第
二
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
審
の
)
に
つ
い
て
適
切
な
方
法
ぞ
検
討
さ

議

し

た

結

果

、

れ

だ

い

。

陳
情
第
八
号
、
字
左
衛
門
委
i
玉
沢
経
済
常
任
委
員
会

問
問
国
道
、
成
郎
防
五
四
港
地
亀
山
恒
雄

ω冷
凍
冷
蔵
事
業
の
企
業
努
力
と
設

氏
外
十
三
名
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
本
的
解
決
を
図
ら
れ
た
い
。

整
備
不
可
能
の
た
め
「
不
採
択
」
と
な

ω農
業
共
済
事
業
の
趣
旨
徹
底
を
図

る
o

h

y

円
滑
な
遼
営
を
さ
れ
た
い
。

陳
情
第
九
号
、
学
弁
天
中
道

i
向
小
建
設
常
任
委
員
会

山
間
農
道
、
成
田
町
七
八
番
地
、
清
宮
山
桜
道
民
四
四
務
理
事
業
が
計
画
ど
お

誠
氏
外
二
十
五
名
o
に
つ
い
て
は
「
採
り
突
出
相
さ
れ
る
よ
う
一
鋭
意
努
力
さ
れ
た

沢

」

と

決

定

し

た

。

ぃ

。

マ
予
算
審
査
の
件

ω下
水
道
事
業
を
積
極
的
に
取
組
ん

新
年
度
予
算
及
び
条
例
は
、
各
常
任
で
も
ら
い
た
い
。

人

事

0

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

高
木
一
郎
氏
、
問
十
八
才
(
磯
浜
町

七
二
七
番
地
)
の
推
薦
に
同
意
し
た
。

。
国
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

柴
田
二
男
同
氏
、
六
十
一
一
一
才
(
磯
浜

案

件

町

二

O
六
番
地
)
の
選
任
に
同
意
し

た
o

0

常
任
委
員
会
の
異
動

経
済
常
任
委
員
会
副
委
員
長
に
、
和

田
俊
雄
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

本
定
例
会
の
一
般
質
問
者
は
瓦
名
で
あ
っ
た
が
、
質
問
の
内
容
は
、
教
育
、

福
祉
、
港
湾
、
町
事
業
世
帯
の
問
題
に
わ
た
り
終
始
熱
の
は
い
っ
た
論
戦
が
行
わ

れ
た
o
ま
た
、
午
前
、
午
後
を
通
じ
満
席
の
傍
聴
者
が
あ
り
、
議
会
活
動
に
強

い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

-
・
保
育
所
予
算
と
児
嚢
施

:
J

設
問
題

…
質
問
一
、
前
間
同
地
区
の
保
育
所
…

…
浸
設
請
願
が
採
択
さ
れ
た
が
、
本
…

…
年
度
予
算
は
伺
も
つ
い
て
い
な
い
o
一

一
前
町
長
の
約
楽
を
ど
う
い
う
形
で
一

…
引
縦
が
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

…
二
、
子
供
達
が
心
身
と
も
に
む
し
…

…
ば
ま
れ
て
ゆ
く
現
象
は
、
学
校
で
…

…
も
、
家
庭
で
も
、
友
達
づ
き
あ
い
…

…
の
上
で
も
明
ら
か
で
あ
り
大
き
な
…

…
社
会
問
題
で
あ
る
o
ロ
に
出
せ
な
…

…
い
不
安
の
連
続
、
抑
圧
さ
れ
た
精
…

い
神
状
態
の
毎
日
が
非
行
化
の
導
火
口

…
線
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

子
供
連
の
健
全
な
心
身
を
発
達
…

…
さ
せ
る
た
め
町
は
、
同
月
議
館
、
地
…

い
灰
一
子
供
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
自
主
日

…
的
な
集
団
活
動
を
助
長
し
て
ゆ
く
…

…
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
町
の
考
え
…

…
を
向
い
た
い
。

保
育
所
入
所
、
来
年
は

緩
和

答
弁
(
町
長
)
本
年
も
保
育
所
申
込
は

多
く
公
正
を
期
す
た
め
抽
選
の
方
法
を

と
っ
た
が
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
感
じ

て
い
る
o

本
年
は
、
ひ
じ
り
保
宵
闘
(
口
民
間
経

営
、
定
員
六
十
名
)
の
認
可
が
お
わ
J

、

ま
た
窓
泉
保
脊
圏
も
二
十
名
矯
員
計
闘

が
あ
り
五
十
五
年
度
は
相
当
緩
和
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

前
原
地
区
に
保
脅
留
を
作
る
こ
七
は

大
貫
に
あ
る
二
つ
の
民
間
保
育
園
経
営

と
競
合
し
児
童
施
設
審
議
会
の
立
場
上

疑
問
で
あ
る
o
町
財
政
は
ひ
っ
迫
し
て

お
り
必
婆
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
け
を
厳

選
し
て
ゆ
く
方
針
の
為
、
予
算
付
し
な

か
っ
た
事
を
了
承
願
い
た
い
。

児
護
館
争
}
作
り
た
い
気
持
は
あ
る
が

現
財
政
で
は
到
底
で
き
な
い
。
開
閉
で
は

五
十
問
年
度
予
算
で
海
の
子
ど
も
簡
に

海
洋
科
学
館
(
七
億
五
千
万
円
。
二
年

継
続
)
。
子
供
の
家
建
設
(
二
億
円
)
が

計
上
さ
れ
た
o
こ
れ
も
町
が
一
体
七
な

っ
て
運
動
し
た
結
巣
で
あ
り
、
今
後
は

交
通
交
圏
、
図
書
館
等
の
計
画
を
一
積
綴

的
に
働
き
か
け
し
て
ゆ
き
た
い
。
こ
れ

ら
の
施
設
を
児
童
、
町
民
が
十
分
省
効

剖
利
用
さ
れ
る
事
を
望
み
た
い
。

子
供
の
非
行
化
、
先
生
の
指
導
等
は

璽
要
か
つ
む
づ
か
し
い
問
題
で
あ
る
。

教
湾
そ
の
も
の
が
教
育
者
で
あ
る
先
生

の
教
育
そ
の
も
の
を
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
社
会
的
、
政
治
的
問
題
を
か
か

え
て
い
る
現
状
で
あ
り
一
概
に
答
弁
で

き
な
い
こ
と
を
ア
承
願
い
た
い
。

(
教
青
長
)
当
町
の
場
合
、
青
少
年
非

行
化
は
年
々
減
少
傾
両
に
あ
hu、
家
庭

教
湾
、
社
会
教
育
の
援
興
、
青
少
年
育

成
会
等
を
す
す
め
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
か
ら
は
消
極
的
対
策
で
な
く
、
子
供

が
間
違
っ
た
方
向
へ
す
す
ま
な
い
よ
う

強
い
心
と
体
に
育
て
て
ゆ
き
た
い
o
そ

の
為
グ
ル
ー
プ
作
り
、
施
設
作
り
、
指

導
者
育
成
を
計
画
的
に
行
な
っ
て
ゆ
く

考
で
あ
る
o
大
人
は
子
供
の
真
似
を
す

る
、
大
人
も
十
分
反
省
し
努
力
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
、
つ
。

そ
の
他
質
問
事
項
(
内
容
省
略
)

0

し
尿
処
理
問
題
。

o
重
要
港
湾
指
定

と
住
民
メ
リ
ッ
ト
。

-
:
・
結
婚
斡
旋
所
の
検
討
を
・
.

望
む

…
一
質
問
如
可
な
る
状
況
下
に
あ
ろ
…

…
う
と
も
よ
り
豊
か
な
住
民
生
活
を
…

…
盟
一
一
む
こ
と
は
、
政
治
の
理
念
で
あ
…

一
り
、
使
命
で
あ
る
。

以
前
か
ら
そ
し
て
現
在
も
国
っ
…

…
て
い
る
問
題
が
あ
る
o
そ
れ
は
、

…
箆
業
、
漁
業
者
の
家
庭
に
「
嫁
の
…

一
き
て
が
な
い
」
。
相
当
の
財
産
も
い

…
あ
り
人
柄
も
よ
い
の
に
「
嫁
が
持
…

…
て
な
い
」
と
い
う
深
刻
な
悩
み
で
…

…
あ
る
。町
は
、
役
場
と
い
う
機
関
を
最
.

…
大
叡
に
生
か
し
結
婚
斡
旋
所
を
開
一

…
設
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
町
一

…
長
の
慈
向
を
伺
い
た
い
。

役
場
機
構
の
中
で
考
え

て
み
た
い

答
弁
(
町
長
)
町
で
は
常
時
住
民
椙
談

を
開
い
て
い
る
が
結
婚
に
つ
い
て
の
相

談
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

今
感
じ
た
ま
ま
の
答
弁
だ
が
、
農
協

婦
人
部
活
動
と
し
て
こ
の
問
題
を
と
り

あ
げ
て
み
て
は
ど
う
か
o
社
会
福
祇
協

議
品
目
に
専
門
の
相
談
員
を
賢
い
て
は
ど

う
か
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
の
方
に
活

動
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。
特
定
の

曜
日
を
決
め
相
談
に
応
ず
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
o
町
広
報
紙
の
活
用
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
私
は
陀
の
実
態
か
ら
み
て

こ
れ
以
上
の
職
員
増
員
は
し
な
い
方
札
別

で
あ
り
、
こ
の
業
務
の
た
め
の
新
採
用

は
考
え
て
い
な
い
o
機
様
改
革
の
中
で

考
え
て
み
て
は
ど
ヨ
か
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項
(
内
容
省
賂
)

o
教
師
の
立
場
に
つ
い
て
。

完かれは質
成。て、間完桜
:年交い主主 r 成道

;控室ゑ努量戸車
っし、計士、闘
いあ v 画地つ聖墜
てい涼よ区頃雇

:R8嵐美霊ヵ、事
: j;こ数因巾理 業
ぃ;どはに事
。、 f可運業

完
成
は
五
年
後
の
五
十

九
年

答
弁
(
町
長
)
問
問
題
に
つ
い
て
私
の

処
へ
毎
包
の
よ
う
に
苦
情
の
訴
え
が
あ

る
。
本
事
業
に
最
初
か
ら
協
力
し
て
も

今
も
っ
て
土
地
が
使
え
ず
家
争
建
て
ら

れ
な
い
人
も
あ
り
、
ま
た
、
換
地
等
が

不
服
の
た
め
訴
訟
問
題
も
お
き
て
い
る

実
情
で
詳
し
く
は
担
当
課
長
か
ら
答
弁

争
す
る
。

(
都
市
計
闘
課
長
)
本
事
業
が
遅
れ
て

い
る
原
因
の
一
つ
に
関
係
権
利
者
と
の

話
し
あ
い
の
不
足
と
い
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
反
省
し
て
い
る
。
ま
た
、
換
地
が

自
分
の
望
む
場
所
に
、
望
一
む
よ
う
な
街

僚
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
協
力
を
し
な

い
と
い
う
権
利
者
も
あ

D
、
こ
れ
で

は
、
区
間
整
理
事
業
は
成
り
立
た
な
い

の
で
交
渉
の
回
数
を
霞
一
ね
て
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

話
し
あ
い
交
渉
は
夜
間
が
多
く
、
連

日
の
よ
う
に
担
当
職
員
が
協
力
一
致
し

て
当
っ
て
お
b
、
遂
次
当
方
の
誠
意
が

伝
わ
り
事
業
に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ

着
実
に
成
果
を
お
さ
め
つ
つ
あ
る
。

本
事
業
の
完
成
は
五
十
四
年
一
一
一
月
で

あ
っ
た
が
、
県
知
事
の
許
可
を
得
て
期

間
を
五
年
間
延
長
し
、
五
十
九
年
一
一
一
月

三
十
一
日
ま
で
と
し
た
。
こ
れ
か
ら
五

年
を
か
け
完
成
を
局
指
し
鋭
意
努
力
し

て
ゆ
く
考
え
で
あ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項
(
内
容
省
略
)

0

覚
醒
剤
問
題
。

o
側
溝
と
道
路
計
画

-
・
:
青
少
年
非
行
化
問
題

:
:
J

…
質
問
小
中
高
生
の
自
殺
問
題
が
一

…
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
…

…
の
一
つ
に
家
庭
潟
境
が
あ
る
。
最
…

…
近
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
生
…

ニ
筒
維
持
の
た
め
肉
親
の
共
働
き
と
い

…
い
う
状
況
が
、
一
家
和
楽
の
親
子
…

…
の
対
話
、
時
間
的
ゆ
と
り
を
欠
い
…

…
て
い
る
状
況
で
あ
h
y、
十
分
考
え
…

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

非
行
化
問
題
の
大
半
が
シ
ン
ナ
…

…
!
遊
び
、
喫
様
で
あ
っ
て
、
得
て
…

…
し
て
そ
う
い
う
場
所
は
雑
草
が
繁
…

υhu周
囲
か
ら
自
の
届
か
な
い
処
で
口

…
あ
る
o
こ
れ
ら
は
火
災
原
因
に
も
…

…
な
り
か
ね
ず
附
近
住
民
は
非
常
に
…

…
不
安
で
あ
る
。
鈎
の
考
え
を
伺
い
…

日ゆ」、。

2
マJ
、
わ
V

一
中
グ
ラ
ン
ド
に
ナ
イ

タ
ー
設
備
を

答
弁
(
町
長
)
青
少
年
相
談
員
会
議
の

中
で
、
シ
ン
ナ
ー
乱
用
者
を
警
察
へ
通

報
し
て
も
十
分
な
祷
導
ま
で
釜
ら
ず
放

題
し
て
し
ま
う
状
況
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
常
用
問
者
を
収
容
す
る
施
設
を
行
政
で

考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
事
で
あ

h
y
、
金
歯
的
協
力
を
し
た
い
。

町
の
防
犯
協
会
争
結
成
し
、
町
民
総

ぐ
る
み
で
役
会
環
境
の
浄
化
、
非
行
防

止
に
当
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
i
ト
活
動
を
行
な
い
、
現
実
に
非
行

に
走
ろ
う
と
す
る
青
少
年
が
、
今
一
一
体

何
ぞ
一
考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
具

体
的
に
調
査
し
非
行
防
止
に
取
抑
制
ん
で

み
た
い
と
思
う
。

若
者
が
不
健
全
な
遊
び
に
走
ら
な
い

為
に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
教
の
場
一
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
大
切
で
あ
hu、
本

年
一
中
グ
ラ
ン
ド
に
ナ
イ
タ
ー
設
備

(一一一、九
O
O万
円
)
を
設
け
一
つ
の

手
助
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
o

(
教
問
問
自
民
)
青
少
年
相
談
員
が
シ
ン
ナ

ー
遊
び
の
場
所
等
を
常
時
パ
ト
ロ
ー
ル

し
防
止
に
努
め
て
お
ら
れ
る
の
で
、
指

そ
の
他
質
問
事
項
(
内
容
省
略
)

O

一
一
路
用
問
題
と
地
場
産
業
の
復
興
0

0

土
地
再
開
発
に
つ
い
て
o

O

九
日
、
本
会
議
町
長
施
政
方
針
並

び
五
十
四
年
度
予
算
及
び
条
例
務
上

提
o
r
l
十
一
一
一
年
度
補
正
予
算
及
び
人

事
案
件
ぞ
審
議
、
可
決
す
る
o

o
十
日
、
十
一
日
自
宅
に
て
議
案
調

査
を
行
な
う
o
(
休
会
)

摘
の
佃
鋼
所
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
o

(
経
済
課
長
)
畑
の
遊
休
地
雑
草
除
去

問
題
は
、
火
災
、
防
犯
、
草
木
公
害
と

い
ろ
ん
な
面
に
わ
た
っ
て
考
え
ら
れ
関

係
機
隠
(
教
育
委
員
会
、
総
務
課
、
消

妨
盟
官
、
経
済
課
)
で
問
題
点
を
整
理
し

対
策
に
当
D
た
い
と
一
考
え
て
い
る
の
で

若
干
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

-
・
:
町
の
将
来
の
理
想
像
は
・
:
・

…
質
問
本
的
の
諸
産
業
(
農
業
、
…

…
水
産
業
、
商
工
業
)
の
現
状
は
、
…

…
低
成
長
経
済
時
に
加
え
繕
造
的
欠
…

…
陥
争
内
包
ん
て
い
る
と
考
察
さ
れ
い

日
る
。
従
っ
て
今
後
こ
れ
ら
の
諸
産
日

…
業
が
成
h
y
立
っ
て
ゆ
く
上
で
、
町
…

…
の
抜
本
的
な
る
政
策
配
慮
が
な
さ
…

…
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
…

町
が
、
将
来
の
理
想
と
し
て
国
間
口

…
げ
て
い
る
重
要
港
湾
、
カ
i
フ
ェ
一

…リ
i
、
鹿
島
線
開
通
に
つ
い
て
、
…

…
こ
れ
を
迎
え
入
れ
る
住
民
の
メ
リ
…

…
ッ
ト
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
…

…
兵
体
的
に
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

清
々
と
調
査
研
究
進
む

答
弁
(
企
額
室
官
民
)
大
洗
の
将
来
の
発

展
の
可
能
性
は
、
港
湾
整
備
、
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
、
鹿
島
線
開
通
、
常
磐
高
速
道
格
、

東
関
東
自
動
車
道
等
を
基
本
と
し
て
着

々
と
基
盤
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

目
下
、
大
洗
港
開
滋
に
伴
う
物
資
の

読
致
。
藤
業
立
地
条
件
の
変
化
。
フ
ェ
リ

ー
就
航
に
伴
う
観
党
答
の
推
移
。
町
及

び
周
辺
の
道
路
体
系
。
港
湾
埋
立
地
及

び
準
玄
業
団
地
の
有
効
土
地
利
用
計

調
。
進
出
企
業
問
題
等
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
無
に
お
い
て
も
、
大
洗
の
あ

ら
ゆ
る
状
勢
の
分
析
、
調
査
を
日
科
学
的

に
行
う
た
め
一
二
菱
総
合
研
究
所
に
委
託

を
し
こ
の
作
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
報
告
が

で
れ
ば
、
議
会
、
総
合
計
画
審
議
会
、

住
民
輔
自
談
会
等
で
く
ま
な
く
話
し
あ
い

を
行
な
い
住
民
の
意
見
を
得
た
5
え
で

ま
と
め
て
ゆ
く
考
え
で
あ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項
(
内
容
省
略
)

o
娯
楽
縮
設
利
用
税
交
付
金
閤
震
。

0

宅
造
地
の
回
定
資
産
税
問
題
。
。
土

地
開
発
公
社
問
題
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昭和54年4月20日しミらあ

日
立
市
久
必
浜

茨
域
県
漁
連
日
立
冷
凍
工
場

い
わ
き
市
内
ツ
倉
町

北
部
太
平
洋
巻
網
漁
協
連
合
会

い
わ
き
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
l
ル
工
場

。
総
務
常
任
委
員
会
は
、
去
る
一
一
一
月
二

十
九
日
原
子
力
施
設
視
察
の
た
め
、
東

海
村
、
「
動
燃
再
処
理
工
場
」
及
び
、

「
東
海
第
二
発
電
所
」
を
見
学
し
た
o

動
燃
で
は
、
所
長
の
中
村
田
也
事
と
、

原
発
で
は
中
野
次
長
と
熱
心
な
寅
聞
を

か
わ
し
案
内
を
受
け
た
。

お

席
を
う
め
つ
く
す

お第92号

去
る
3
月
日
日
に
開
催
さ
れ
た
、
本

年
、
第
一
一
回
議
会
定
例
会
第

3
H尽
に
、

傍
聴
燃
が
不
足
す
る
と
い
う
普
段
と
変

っ
た
風
景
が
み
ら
れ
、
事
務
局
を
あ
わ

て
さ
せ
ま
し
た
o
議
会
傍
聴
席
は
却
席

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
臼
は

午
前
に
商
工
会
婦
人
部
と
町
婦
人
会
の

皆
さ
ん
、
午
後
に
青
少
年
相
談
員
の
皆

え
が
そ
れ
ぞ
れ
団
体
で
加
わ
っ
た
た

め
席
が
不
足
し
、
数
績
の
補
勤
椅
子
が

傑
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
口
H

ぞ
還
し
て

行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
で

5
議
員
か
ら

出
さ
れ
た
教
育
問
題
や
脊
少
年
問
題
等

身
近
な
諸
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

終
始
熱
心
に
傍
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
と
竹
内
町
長

と
の
間
で
行
な
わ
れ
た
対
話
集
会
で

は
、
「
新
ら
た
に
町
長
き
ん
も
一
代
り
、

こ
の
際
、
身
近
な
地
域
の
現
泌
を
勉
強

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
傍
聴

に
参
加
し
た
が
、
議
会
の
夜
り
方
や
活

動
の
状
況
等
に
つ
い
て
あ
る
程
度
頭
解

(7) 

傍
聴
者

ず
る
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
っ

大
関
切
に
鑓
お
う

近
晶
体
工
ん
、
J
f
i

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
l
暖
冷
房
・
炊

事
洗
だ
く
・
照
明
テ
レ
ビ
・
自
動
車
等

々
i
石
油
、
ガ
ス
、
電
力
と
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
o
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
限

り
が
あ
り
、
し
か
も
、
我
が
留
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
依

存
し
て
い
ま
す
o
限
り
あ
る
質
量
一
な
エ

ネ
ル
ギ
i
資
源
ぞ
ム
ダ
な
く
、
有
効
に

使
う
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
o

不要怠あかりは
こまめiこ消しましよう
階段や出入口の2つある部屋，寝室ィ廊

下などには 3路スイッチを震いて 2か所

で点滅できるようにすると便利です。

壁スイッ・チの取り付け高さは，子どもで

も手の局〈床上1.1-1.2mぐらいがいいで

しょう。

門灯， ~方1[HTなど屋外の照明は，朝起き

たらすぐ消す習慢を。

全国の家庭が40Wの電灯を毎日 1時間消

灯したとすると 1年間で約37万人分の家

庭用エネルギーの年間消費量になります。

んかff

J' 
イ
タ
的

し通

皆
犬
γ
ん
が
現
在
使
用
し
て
い
る
、
バ

イ
ク
の
白
世
間
賞
は
期
限
が
切
れ
て
い
ま

せ
ん
か
f

本
県
で
は
、
「
バ
イ
ク
」
の
自
動
車

損
害
賠
祭
賞
任
保
検
(
共
済
)
の
加
入

惑
が
部
%
(
全
国
平
均
倒
%
)
と
低

く
、
し
か
も
近
年
、
こ
れ
ら
の
車
両
に

よ
る
事
故
が
急
憎
し
て
き
で
い
る
状
況

で
も
あ
り
ま
す
o

昨
年
ロ
月
の
遂
路
交
通
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
無
保
険
(
無
共
演
)
半
期
間

の
遂
行
が
新
た
に
行
政
処
分
の
対
象
と

なれ
ν、
徴
役
ま
た
は
罰
金
、
さ
ら
に
違

反
点
数
が
課
せ
ら
れ
ま
す
o

こ
の
た
め
、
軽
二
輪
自
動
車
(
総
排

気
露
出
j
制
民
の
も
の
)
及
び
原
動
機

付
自
転
車
(
総
排
気
量
出
回
以
下
の
も

風呂の範約，5つのポイント。:。
①水は適量を，夏は午前中に，冬は沸か

す直前に入れる。

②沸き上がり時聞を調べておく。

③沸き上がるまでフタをとらなし、。中ブ

タを利用すれは、なお効果的。

④j弗き上がったらバーナーの口水は消す。

⑤家族がそろって入れる時間に沸かし，

つぎつぎに入る。

運転上手でガソリンの簡約

自動車の消費するガソリン最は，

石油に換算すると金総送機関の75%

も占めています。

ドライパーの心がけや運転しだい

でか、ソリンの節約になります。

l ムリな加速や急、フゃレーキは避け

ましょう。ガソリンのムダとタ

イヤの摩耗を早めます。

2.空ぶかし50図でかソリン200-

250c.c.のムダ。この量で中型車

なら約 2km走れます。

3.エンジンをかけたままの駐車は

やめましょう。 l分間で約10-15

c.c.のカ、ソリンのムダを招きます。

，画.... 

"圃，

の
)
ぞ
対
象
に
、
無
保
積
(
無
共
済

)

O
自
賠
署
員
保
険
料

バ
イ
ク
を
追
放
し
、

8
賠
資
保
険
(
共

済
)
へ
の
加
入
率
の
大
飽
な
向
上
を
関
一

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が
現
夜
使
用
し

て
い
る
，
ハ
イ
ク
の
自
賠
賛
を
確
認
し
、

未
加
入
の
場
合
・
期
限
切
れ
の
場
合
は

近
く
の
保
険
代
理
倍
、
バ
イ
ク
綴
亮

信
、
農
業
協
同
組
合
等
で
早
め
に
加
入

手
続
き
-
を
し
て
下
さ
い
。
(
掛
金
は
別

記
の
と
お
h
y
で、

3
年
も
の
が
お
得
と

な
っ
て
い
ま
す
)

ま
た
、
新
し
く
バ
イ
ク
を
購
入
し
た

場
合
も
怠
世
間
資
に
忘
れ
ず
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

。
原
動
機
付
自
転
車

(
出
叩
以
下
の
も
の
)

-
年
契
約
五
、
一
一
一
0
0円

2
年

H

六
、
六
五
O
円

3
年

月

七

、

九

O
O円

。
相
性
二
輪
自
動
車

(
問
∞
j
m
∞
の
も
の
)

ー
年
契
約
八
、
一
一
一
五
O
円

2
年
月
一
一
一
、
去
五
O
円

3
年
月
二
八
、
五
五
O
円

加
入
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
保
険

代
型
出
向
、
バ
イ
ク
販
売
脂
、
農
業
協
同

組
合
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

青
少
年
の
罪
行
関
止
に
璽
点

大
洗
師
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
撞
き
る
/

こ
の
度
、
地
域
青
少
年
の
非
行
化
防

止
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
大
洗
町

青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
設
霞
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
街
頭
補
導
、
青

少
年
相
談
活
動
を
中
心
に
行
な
い
関
係

機
関
、
団
体
、
学
校
、
家
庭
、
一
地
域
等
と

緊
密
な
連
携
、
協
力
を
は
か
り
、
次
代

を
任
予
つ
地
域
脊
少
年
を
よ
り
よ
く
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
行
な
う
街
頭
補
導
、
青

少
年
相
談
活
動
の
中
核
は
、
従
来
の
青

少
年
相
談
員
の
組
織
を
拡
大
充
実
し
、

青
少
年
の
非
行
化
防
止
の
善
導
に
あ
た

水
道
諜
で
は
昨
年
の
奨
状
濁
水
に
よ

り
皆
同
聞
に
節
水
等
の
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
断
水
だ
け
は
免
れ
て
き
ま
し
た

こ
の
た
め
水
源
の
篠
傑
の
た
め
の
工
事

が
二
月
完
成
い
た
し
ま
し
た
が
今
後
、

益
々
加
入
者
の
増
加
に
伴
い
使
用
水
量

に
つ
い
て
も
靖
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
が
限
ら
れ
た
水
資
源
で
す
の
で

安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に
も

無
駄
な
使
い
方
の
な
い
よ
う
ご
協
力
下

さ
い
。ま
た
次
の
こ
と
は
必
ず
お
守
り
下
さ

り
ま
す
。

最
近
に
お
け
る
少
年
非
行
は
、
県
内
に

お
い
て
も
、
刑
盗
犯
少
年
、
シ
ン
ナ
ー

乱
用
少
年
、
性
非
行
少
年
、
家
出
少
年

等
は
、
い
ず
れ
も
前
年
に
比
べ
て
二
O

数
パ
ー
セ
ン
ト
婚
加
し
、
過
去
十
年
間

の
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、
極
め
て
憂

慮
さ
れ
る
状
況
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
非
行
防
止
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
、
団
体
等
が
そ
の
対
策
に
つ
い

て
積
極
的
な
活
動
を
擬
進
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
非
行
嬰
問
、
背
脇
田
一
号
考

え
ま
す
と
、
こ
れ
ら
関
係
者
の
み
で
は

'ν
 
一
、
関
出
の
必
要
な
と
き

O

新
設
、
増
設
、
改
造
の
と
き

o
使
用
者
が
変
っ
た
と
き
一

O

長
期
に
不
在
と
な
る
と
き

o
中
止
、
開
始
の
と
き

注
・
無
届
工
事
は
給
水
停
止
と
な
り

ま
す
。

一
、
検
針
に
つ
い
て

。
水
を
使
っ
た
翌
月
の
月
始
め
に
行

い
ま
す
。

0

口
恵
水
器
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

。
犬
は
放
し
伺
い
に
し
な
い
で
く
だ

さ、。

O

検
針
で
き
な
い
場
所
は
移
設
を
申

し
出
て
下
さ
い
。

一
、
集
金
に
つ
い
て

o
水
を
使
っ
た
翌
月
の
月
末
と
な
り

ま
す
。

O

料
金
は
口
際
様
替
制
度
が
便
利
で

次
の
と
こ
ろ
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
o

常
同
開
銀
行
大
洗
支
賎

水
一
同
信
用
金
庫
大
洗
支
底

県
商
工
信
用
組
合
大
洗
支
底

指定工事癌一覧 防
止
策
の
万
全
を
一
期
し
得
な
い
の
で
、

家
庭
や
地
域
社
会
、
職
域
等
移
}
含
ん
だ

町
民
総
ぐ
る
み
の
活
動
と
し
て
擬
遂
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
洗
町
の
青
少
年
が
よ
り
明
る
く
育
成

さ
れ
ま
す
よ
う
町
民
皆
様
の
御
建
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
o

な
お
、
大
洗
町
青
少
年
相
談
員
の
紹

介
は
、
委
燭
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
o大

洗
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
大
洗

町
教
湾
委
員
会
事
務
局
内
(
電
話
七

五
二
一
内
線
七
二
)
で
す
。

電話

7-5046 
7-3693 

7-5688 
6-1461 
7-2585 
6-1627 
6-1108 

底名

泌)11 笠

佐藤隆

山本憲行

大 )11 渉

大部正魁

小森邑穏

粉)11 敏

工事

水工会

佐藤設備

山本設備

大)11 設備

大洗水道工事庖

小森管工事1古
J¥守二{1;:ヨ二寺主

O

集
金
家
庭
は
、
つ
り
銭
の
な
い
よ

う
ご
協
力
下
さ
い
。

。
集
金
臼
に
留
守
と
な
る
時
間
は
燐
人

に
お
願
い
し
て
下
さ
い
。

。
漏
水
に
よ
る
料
金
の
割
引
は
一
切

い
た
し
ま
せ
ん
。

一
、
漏
水
発
見
し
た
時
は
す
ぐ
水
道
課

へ
連
絡
下
さ
い
。

な
お
新
ら
だ
に
水
道
を
引
か
れ
る
か
だ

の
加
入
分
担
金
が
四
月
一
一
は
か
ら
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
お
気
付
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
水
道
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

電
話
回
同
五
一
二
五

加入分組金衰

ロf歪 分担金

13田陣 25，000 

20 50，000 

30 150，000 

40 300，000 

50 800，000 

75 

100 

150 協議

200 

他に東光台，桜道底頭車互

理地内は引込管加算があ

ります。



農
業
共
済
〉〆
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@し尿浄化槽設置についてお知らせ@

浄化槽より放流できるのは次のとおりです。

1111 1 11 )..___，l 方式浄f稽
1..( 11パ¥.¥¥rコプγ ろ過

出 品号→司虫

(8) 

新一千三米痕ザ前\--~-~空- 1 :50 
永町小松崎米菓庖前

三夜尊前 1 1: 15-2 :00 

大賞小学校前 I 2 :10-2 :40 

n
u

一
n
u

一民
d

一日
v

一日
v

w
b

一つο一円台
υ

一ハ
U

一内
J

1
i
-
η
4
-
宅

i
-

ワん

F
n
L

~
…
~
一
~
…
~
…
~

C
J
J
n
u

一
F
D
j
n
U

一
A
u

t
i

一ハ
U

一宅
i

一A
斗

U
T
i

-一

2
一
1
一
1
一
2

A

間
一
一
一
前
二
市
議
}

桂
一
一
前
一
底
一
美

神
一
一
銭
一
商
一
勝

訪
一
宅
一
民
一
野
一
ハ
合

諏
一
住
一
公
一
間
一
大

一
一
一
涼
一
山
川
一
川
一
回

角
一
前
一
松
一
松
一
成

大洗第一時戸 !と15-2 :00 
港湾入口漁具倉庫前

2 :00-2 :40 

2 :10-2 :50 

昭和54年 6月 1日より茨城県動物の保護及ぴ管理に関する条例が改正になり，

中で特定犬を定め必ずおりの中で飼養することが義務づけられます。

※特定犬とは，秋閏犬，ドーペノレマン，シェパード，セントバーナード，グレートデン，

紀州犬，土佐犬，その他体高60cm以上体長70cm以上及び唆傷癖があり凶暴性のある犬

以上を守D “大洗の自然"を壌さないことを心がけ

てください。

(設置屈の用紙は衛生課にあDます〉

衛生課環境衛生係 TEL 6 

間

建
物
火
災
共
済
(
保
険
)

第92号

、

昭和54年 4月より注射料金及び受録料が次のとおり改正になりました。

旧料金 改正料金

300円 2，000円
1，550円 1，700円

300円 300円

2，150円 4，000円

後

持

昭和54年度第 1期狂犬病予防注射と登録

@
火
災
共
済
(
保
倹
)
に
つ
い
て

皆
さ
ん
安
心
し
て
暮
す
た
め
に
み
、

農
業
共
演
の
火
災
共
済
(
保
険
)
に
時

価
額
い
っ
ぱ
い
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
事
業
は
お
万
一
い
に
助
け
合
う

共
済
精
神
の
も
と
に
常
利
を
目
的
と

し
ま
せ
ん
か
ら
、

1
臼
わ
ず
か
部
円
で

一、

0
0
0万
円
の
契
約
が
で
き
、
-

棟
当
た
れ
J

一
守
五
O
O万
円
を
限
度
と

し
て
時
価
の
範
飽
内
で
、
す
ぐ
加
入
で

き
ま
す
。

引
き
受
け
か
ら
評
価
、
共
済
金
の
支

払
い
ま
で
経
済
課
農

業
共
済
係
で
行
う
た

め
、
手
続
き
も
簡
単

で
共
済
金
の
支
払
い

が
間
半
く
行
わ
れ
ま
す
。

払
い
込
ん
だ
建
物

共
済
の
掛
金
は
、
掛

金
払
込
証
明
に
よ
っ

て
所
得
控
除
が
適
用

さ
れ
、
そ
の
分
だ
け

税
金
が
安
く
な
り
ま

す。
別
表
は
掛
金
の
一

覧
表
で
す
o

な
お
、
掛
金
は
建

物
の
織
造
及
び
種
類

等
に
よ
っ
て
も
築
な

h
y
ま
す
。

確
定
申
告
を

間
違
え
た
り

患
れ
た
と
き
は

所

午

ば
、
税
金
も
間
十
く
戻
h
y
ま
す
。

j間金物額の¥欄

一 般造

普通物件 特殊物件 特殊物件割増

底舗・事務所・ 旅館・食堂・精

住宅・納屋・ 公民館・理髪!苫・ 麦・製粉・食料

アパートなど 神社・寺院など 品加工場など

2，500万円 32，500円 52，500河 円

2，000 26，000 42，000 

1，000 13，000 21，000 

700 9，100 14，700 28，700 

500 6，500 10，500 

場

安
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

品
開
申
告
を
忘
れ
た
と
き

所
得
金
額
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え

た
た
め
、
納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た

り
、
一
戻
っ
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と
き
に

は
、
す
ぐ
修
正
申
告
を
し
て
、
正
し
い

金
額
に
一
湿
し
て
く
だ
さ
い
。

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
延
滞
税
な
ど
の

負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

場 所 l持
祝町亀屋商庖前 19:30-10:10 

松ケ丘住宅前 110:15-10:35 

明治記念館前 110:40-11:20 

西福寺前・ 1 9 :30-10:00 

曲松公民館前 110:10-10:40 

古関屋酒庖下海岸 110:50-11:30 

髭釜道祖神前 1 9 :30-10:10 

篠原病院入口 110:20-11:00 

亀山鮮魚腐脇 111:10-11:40 

美家古美容院前 1 9 :30-10:00 

大賞青年研修所前 110:10-10:50 

神山公民館前 1 9 :30-10:00 

夏海農協前 110:10-10:50 

う
っ
か

D
し
て
い
て
確
定
申
告
を
忘

れ
た
人
は
、
す
ぐ
申
告
を
し
て
納
税
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
中
く
申
告
を
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
延
滞

税
な
ど
の
負
摂
が
少
な
く
な
D
ま
す
。

関

前

登録手数料

注射料金

注射済票交付手数料

合計

品
商
用
紙
な
ど
は
税
務
署
に

あ
な
た
の
世
帯
で

O
出
生
・
死
亡
(
死
亡
は
七
日
以
内
)

O
転
入
・
転
出
・
住
所
の
移
動

O
社
会
保
険
に
加
入
、
脱
退

な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は

十
四
日
以
内
に
届
出
を

お
忘
れ
な
く
/

安

納

め

過

ぎ

て

い

た

と

き

「
纏
定
申
告
」
「
修
正
申
告
書
」
「
更

正
の
請
求
書
」
な
ど
の
用
紙
は
、
税
務

署
に
あ
h
y
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
水
戸
税
務

署
・
税
務
格
談
議
に
お
尋
ね
兵
舎
い
。

水
戸
市
北
見
町
一
3
0
5
2

一七

8
0
二
九
一
一
|
一
一
二

l
四
一
一
一
一

午

所
得
金
額
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え

て
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
わ
J

、一一戻

っ
た
税
金
が
少
な
か
っ
た

D
し
た
と
き

に
は
、
更
正
の
翁
求
に
よ
h
u
、
ま
し
い

金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
一
年

間
で
す
が
、
早
く
手
続
き
を
し
て
お
け

しミ

日

らあ

〔注〕くわしいことは，その都度回らん等によってお知らせいだしますが，わからな

いことは，保健センターにお問い合わせ下さい。怨6-1010・6-0953 

実施日 日程臼 事 業 名 会 場 対 象 者 受付時間

5/1 火 機能回復訓練 保健センター
障害芸者で機能邸復訓練を必要 午後 1:00-
とする者 3: 00 

5/7 月 母性相談 11 妊婦及び産後の母性
午前 9:30-
午後 2・30 I 

5/8 火 機能回復訓練 11 5/1と同じ
午前10 00~l 
午後 3:00 

5/9 水
成人病及び般健康

11 成人病患者及び一般住民
午後 1:15-I 

棺談 2・15

5/14 月 2オ児健康相談 11 満 2オの誕生日に達した者
午前 9:30-
午後 2:30 

5/15 火 機能回復訓練 11 5/1と!苛じ
午前10:00-
午後 3:00 

〔申込制〕
01期
生後24ヵ月一30ヵ月の者

ジフテリア・破傷風

( 6週間-8週間の関隔で2

5/16 水 " 
図接穫) 午後 1:30-

混合予防接種 o 2期 2: 30 
l期終了後12ヵ月-18ヵ月
の者(1窃接種)
〔注〕事由により 6オまでの者
もできます。

5/17 木 乳児健診 " 
生後2ヵ月一 3ヵ月と 7ヵ月 午後 1:15-
-8ヵ月の者 2・15

5/18 金 3オ児健診 " 
昭和51年 1月1日~昭和51年

刀

3月31臼生まれ

5/21 月 母性格談 " 5/7と荷じ
午前官:30-
午後 2:30 

5/22 火 機能回復訓練 " 5/1とi可じ
午前10:00-
午後3∞

5/23 水
生後3ヵ月-18ヵ月の者
( 6週間以上の間隔をおいて

ポリオ予防接種 " 2回投与)
午後 1:30-

5/24 木
〔注〕事由により 4オまでの者

2: 30 

もできます。

5/28 月 2オ児健康相談 11 5/14と陀じ
午目Ij9: 30-
午後 2:30 

5/29 火 機能回復訓練 " 5/1と同じ
午前10:00~|
午後 3:00 

ポリオ予防接種 11 5/23と閑じ

5/30 水
2: 30 

ジフテリア，破傷風

混合予防接種
曲松公民館 5/16と同じ 11 

5/31 木 ポリオ予防接種 保健センター 5/23と同じ " 
一
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〈町民のみなさまへ〉

ハマグリ，ヒラガイの資源保護に当り，漁業者については重量

卵期である4月15白から7月14日までの期間は，規則(茨城県

海関漁業調整規則)により，貝まさ漁業を禁止し，資源保護を

図っておりますので，以上の点をC、環解のうえ，関T.E誌のみなさ

まのとこ、協力をお願い致します。

※注窓グ o保護者は子供から自をはなさないで下さい。

。海岸に車を乗り入れないで下さい。

。危険な海辺には近よらないで下さい。

ハマダ1).ヒラガイの資源保護にご協力を/

〔採捕するなら守ろう三原則〕

0殻長 3センチメートル以下の稚貝や屑巾20セン

チメートル以上の道具を使用して採捕しない。

0一人当りの採捕量は 5キログラム以内です。

0保護水面(大洗町成田地先)での採捕はしない。

11 11 
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